
花島公園 野鳥の四季 

 

春 

 

昼の時間が伸びるに従って暖かさが戻ってきます。 

野鳥の体内時計はこの季節変化を感知すると繁殖ホルモンが分泌され繁殖行動の引き金となります。 

花見川沿いの藪からウグイスの囀りが聞こえ始め、同時にシジュウカラ、ヤマガラ、メジロ、ホオジロの囀りも

聞こえるでしょう。 

囀りと同時並行で巣作りも始まりますから巣材の枯草や苔などを運ぶ姿が見られるのもこの時期です。 

梅、椿、桜の花が咲けば蜜が好きなメジロ、ヒヨドリが集まります。 

花の中心部に嘴を差し入れて蜜を吸うので嘴に花粉がついて黄色になります。この嘴で次の花の蜜を吸う時 

花粉が雌蕊に付いて受粉するので、花と鳥は相互に利の有る関係です。 

池を囲むように植えられた桜が水上に枝を伸ばしているので、カワセミの止まり木になる事があります。 

花が咲いていれば一幅の花鳥画ですから、その瞬間を狙う野鳥カメラマンには人気スポットです。 

彼岸過ぎには日本で繁殖するツバメも南方より渡ってきます。それとは逆に越冬していたカモやツグミの仲間な

どは北方の繁殖地へ帰りますから冬鳥と夏鳥の入れ替わる時期です。 

春の鳥 イメージ 

  

ウグイスの囀り ホオジロの囀り 

  

メジロ 桜の蜜吸い ヒヨドリ 嘴に椿の花粉 

 

 

 


